
 2019 理系館 入試解答速報 千葉工業大学(1/31)A 日程  

 1/11 

 
© 2019masudajuku_rikeikan 

難関私立理系専門予備校 

― 千葉工業大学 ― 
1 月 31 日 A 日程 数学 

 

 
 

１ 

(1) ( )xP を 42 −x で割ったときの商をQ ,余りを bax + とすると 
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  である. 剰余の定理より 
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  これを解くと 4=a , 5=b  であるから, 求める余りは 
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  であるから, ( )xf は 
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  のとき最小値をとり, その値は 
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(7) ( )0,0,0O 　　　　 , ( )2,1,1A 　　　　− , ( )1,2,1B 　　　　− , ( )2,11,C 　　　　−x  とする. このとき 
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 であり, C が平面OAB上の点であるとき 

  s , t を実数として 



 2019 理系館 入試解答速報 千葉工業大学(1/31)A 日程  

 3/11 

 
© 2019masudajuku_rikeikan 

難関私立理系専門予備校 

  OBOAOC ts +=  

  と表すことができるので, このとき 
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0 <  であるから, 相加平均, 相乗平均の関係より 
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  であり, このとき 
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(2) 3=a  となるのは1のカードと2 のカードを1枚ずつ引けばよいので, 3=a  となる 

  確率は 
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  このとき,袋の中には赤玉と白玉が3個ずつ入っているので, 赤玉は  
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  よって, 3=a となり, かつ赤玉が取り出される確率は 
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  4=a  となるのは 

  「1のカードと3のカードを1枚ずつ引く」か「2 のカードを2 枚ずつ引く」のいずれ 

  かの場合より, その確率は 
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  このとき, 袋の中には4 個の赤玉と2 個の白玉が入っているので, 赤玉は  
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  よって, 4=a となり, かつ赤玉が取り出される確率は 
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  a のとりうる値は 5,4,3 　　　　=a  が考えられる. 

  5=a となるのは2 のカードと3のカードを1枚ずつ引くときより, その確率は 
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  このとき, 袋の中には5個の赤玉と1個の白玉が入っているので, 赤玉は
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  よって, 5=a となり, かつ赤玉が取り出される確率は 
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    ( ) ( ) 232log4log 8

3 4

2 −=− yx  … ② 

  xX 2log= , yY 2log=  とすると, ①は 

  3loglog 22 −=+ yx  

  3log
2

1
log 22 −=+ yx  

  6loglog2 22 −=+ yx  より 

  62 −=+ YX  … ①’ … ],[ イウア   

  ②は 

  
( )

2
8log

32log
4log

3

1

2

24

2 −=−
y

x  

  ( ) ( ) 2log32log
3

1
log4log

3

1
22

4

22 −=+−+ yx  

  ( ) ( ) 6log5log42 22 −=+−+ yx  

  34 −=− YX  … ②’ … ],[ オカエ  

  ①’,②’より 

  








−=

−=

3

2

3

Y

X
 なので 

  








−=

−=

3log

2

3
log

2

2

y

x
 

  













==

===

−

−

],[
8

1
2

],[
4

2

22

1
2

3

2

3

コケ　　　

クキ　　　

L

L

y

x

 

 

 

 



 2019 理系館 入試解答速報 千葉工業大学(1/31)A 日程  

 7/11 

 
© 2019masudajuku_rikeikan 

難関私立理系専門予備校 

(2) 
5

4
cos =C , °<< 1800 C  より =Csin

5

3
 … ],[ シサ  

  ( ) ( ) CCCBA −°=+°−°=+−°= 13545180180  

  であるから 

  ( ) CCCA sin135coscos135sin135sinsin °−°=−°=
5

3

2

2

5

4

2

2
⋅









−−⋅=  

                           =
10

27
 … ],,[ ソタセス  
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４ 

(1) C の頂点は ( )6,0 −　　  であり, D の頂点を ( )dc,　 とおくと, この 2 頂点が ( )0,2A 　　 に関 

  して対称であるから 
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  であるから, 係数を比較して 
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(2) C と D は ( )0,2A 　　 に関して対称であり, l はm の値に関わらず点A を通るので, C と 

  l が異なる2 個の共有点をもつ条件と, D と l が異なる2 個の共有点をもつ条件は等し 

  い. よってC と l の方程式から 
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(3) 40 << m  のとき, α とβ は①の2 実数解 

  より, 解と係数の関係から 
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  である. 

  l は ( )0,2A 　　 を通り,C と D はA に関して 

  対称なのでQから x 軸に下した垂線の足 

  を I とすると, 右図のように 

  α−= 2HA  

  β−== 2IAAK  

  であるから 
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１ 

基本問題の小問集合であり完答したい.  

 

２ 

(1)は記述で「 F の最大値を求めよ.」とだけある問題ならばそこそこ難しい問題になるが,丁寧な誘導が

されており, レベルとしては標準寄りの基本問題といった内容. 

ただし, X の範囲で相加平均と相乗平均の関係を利用するところは, 慣れていない受験生はつまづいて

しまいがちである. 

(2)もセンター試験のような, 最初は丁寧に解き方を誘導してくれ, 後半は自分で同じように模倣して

いけばよい易しい問題である. 

 

３ 

(1)は対数の連立方程式を解いていく問題であり, 置き換えの誘導もあるためそこまで難しくはないが, 

対数の演算や底の変換などは苦手な受験生も多いため計算ミスをした者もいたのではないか. とはいえ

レベルとしては基本レベルである. 

(2)は三角比,三角関数の基本問題であり, 正弦定理や加法定理,面積公式が使えればそこまで苦労はし

ない内容である.最後の, 三角形の内接円の半径は面積の関係式を利用するというのも受験生であれば

覚えておかねばならない典型問題である. 

 

４ 

これまでの問題と比べるとなかなか難しい問題と言える. C と D が頂点だけではなく, グラフ自体が

A に関して対称であるということが見抜けないとおそらく後半のα と β の対称式が利用できず計算が

かなり大変になり完答は難しく差のつく問題である. 

 

総 評 


